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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号分割多元接続システムにおける無線通信のための方法であって、
　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための
移動デバイスのチップレートを特定することと、
　前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域幅
符号分割多元接続チャネルのために使用されるスペクトルを特定することであって、前記
特定されたスペクトルが前記フレキシブル帯域幅チャネルのための使用に利用可能である
と判断されたスペクトルを含む、特定することと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能なスペクトルに少な
くとも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定す
ることと、
　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートから前記フレキシブル帯域幅チャネ
ルのための前記チップレートへの適合にスケーリング係数を利用して前記移動デバイスの
前記チップレートを動的に適合させることと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記利用可能な
スペクトル上の前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して送信することと、
を備える方法。
【請求項２】
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記チップレートを適合させることが、オンザフライで前記チップレートを適合させる
ことを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　オンザフライで前記チップレートを適合させることが、
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　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、前記通常帯域幅チャネル
から前記フレキシブル帯域幅チャネルへと移動させることを備える、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
　オンザフライで前記チップレートを適合させることが、
　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、第１の中心周波数から第
２の中心周波数へ同調させることを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記チップレートを適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数を適合させる
ことを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記チップレートを適合させることが、前記処理の周波数を変更するために分周器を使
用することを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記チップレートを前記適合させることが、少なくとも１つのクロックの周波数を適合
させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック
、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの少なくとも１つを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記チップレートを適合させることが、前記少なくとも１つのクロックの前記周波数を
変更するために分周器を使用することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルが、前記通常帯域幅チャネルよりも小さい、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルが、前記通常帯域幅チャネルよりも大きい、請求項１
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記適合させたチップレートを利用して周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネ
ルへと分割することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記適合させたチップレートを利用して複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネ
ルへと結合することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　符号分割多元接続システムにおける無線通信のための方法であって、
　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための基地局におけるチップレートを決定する
ことと、
　前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域幅
符号分割多元接続チャネルのために使用される利用可能なスペクトルを特定することと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能スペクトルに少なく
とも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定する
ことと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用するために前記利用
可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成することと、
　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記通常帯域幅チャネル
上に第１の波形を送信することと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを利用して前記フレキシブル帯
域幅チャネル上に第２の波形を前記第１の波形の送信と同時に送信することと、
を備える方法。
【請求項１６】
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　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを移動デバイスに通知する
ために前記基地局から前記移動デバイスへ構成情報を送信することをさらに備える、請求
項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記利用可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成することが、前
記基地局における処理の周波数を適合させることを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記利用可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成することが、少
なくとも１つのクロックの周波数を適合させることを含み、前記少なくとも１つのクロッ
クが、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのう
ちの少なくとも１つを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記通常帯域幅チャネルおよび前記フレキシブル帯域幅チャネルが、同じ無線接続技術
を利用する、請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記利用可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成することが、要
求されたサービス品質に基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　前記利用可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成することが、負
荷に基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　前記利用可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成することが、１
つまたは複数の隣接セルのカバレッジに基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項２４】
　周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネルへと分割すること
をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネルへと結合すること
をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　フレキシブル帯域幅チャネルを利用するために構成された符号分割多元接続通信システ
ムであって、
　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための移動デバイスのチップレートを特定する
ための手段と、
　前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域幅
符号分割多元接続チャネルのために使用されるスペクトルを特定するための手段であって
、前記特定されたスペクトルが前記フレキシブル帯域幅チャネルのための使用に利用可能
であると判断されたスペクトルを含む、特定するための手段と、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能なスペクトルに少な
くとも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定す
るための手段と、
　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートから前記フレキシブル帯域幅チャネ
ルのための前記チップレートへの適合にスケーリング係数を利用して前記移動デバイスの
前記チップレートを動的に適合させるための手段と、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記利用可能な
スペクトル上の前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して送信するための手段と、
を備える、符号分割多元接続通信システム。
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【請求項２７】
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信するための手段をさらに備える、請求項２６に記載の無線通信システム。
【請求項２８】
　オンザフライで前記移動デバイスの前記チップレートを適合させるための手段をさらに
備える、請求項２６に記載の無線通信システム。
【請求項２９】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
するための手段をさらに備える、請求項２７に記載の無線通信システム。
【請求項３０】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して１つまたは複数のフレキシブル帯域幅波形を
受信するための手段をさらに備える、請求項２６に記載の無線通信システム。
【請求項３１】
　前記チップレートを前記適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数、少なく
とも１つのクロックの周波数を適合させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが
、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの
少なくとも１つを含む、請求項２６に記載の無線通信システム。
【請求項３２】
　前記適合させたチップレートを利用して周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネ
ルへと分割するための手段をさらに備える、請求項２６に記載の無線通信システム。
【請求項３３】
　前記適合させたチップレートを利用して複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネ
ルへと結合するための手段をさらに備える、請求項２６に記載の無線通信システム。
【請求項３４】
　符号分割多元接続通信システム内でフレキシブル帯域幅チャネルを利用するためのコン
ピュータプログラム製品であって、
　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための移動デバイスのチップレートを特定する
ためのコードと、
　　前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域
幅符号分割多元接続チャネルのために使用されるスペクトルを特定するためのコードであ
って、前記特定されたスペクトルが前記フレキシブル帯域幅チャネルのための使用に利用
可能であると判断されたスペクトルを含む、特定するためのコードと、
　　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能なスペクトルに少
なくとも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定
するためのコードと、
　　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートから前記フレキシブル帯域幅チャ
ネルのための前記チップレートへの適合にスケーリング係数を利用して前記移動デバイス
の前記チップレートを動的に適合させるためのコードと、
　　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記利用可能
なスペクトル上の前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して送信するためのコードと、
を備える非一時的なコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項３５】
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信するためのコードをさらに備える、請求項３４に記載のコンピュータプログラム製品
。
【請求項３６】
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、第１の中心周波数から第
２の中心周波数へ同調させるためのコードをさらに備える、請求項３４に記載のコンピュ
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ータプログラム製品。
【請求項３７】
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
するためのコードをさらに備える、請求項３５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３８】
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して１つまたは複数のフレキシブル帯域幅波形を
受信するためのコードをさらに備える、請求項３４に記載のコンピュータプログラム製品
。
【請求項３９】
　前記チップレートを前記適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数、少なく
とも１つのクロックの周波数を適合させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが
、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの
少なくとも１つを含む、請求項３４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項４０】
　符号分割多元接続システムにおいてフレキシブル帯域幅チャネルを利用するために構成
された無線通信デバイスであって、
　　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための移動デバイスのチップレートを特定し
、
　　前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域
幅符号分割多元接続チャネルのために使用されるスペクトルを特定し、前記特定されたス
ペクトルが前記フレキシブル帯域幅チャネルのための使用に利用可能であると判断された
スペクトルを含むものであり、
　　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能なスペクトルに少
なくとも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定
し、　　　
　　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートから前記フレキシブル帯域幅チャ
ネルのための前記チップレートへの適合にスケーリング係数を利用して前記移動デバイス
の前記チップレートを動的に適合させ、
　　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記利用可能
なスペクトル上の前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して送信するように構成された少
なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、
を備える、無線通信デバイス。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信するようにさらに構成される、請求項４０に記載の無線通信デバイス。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、通常帯域幅チャネルから
前記フレキシブル帯域幅チャネルへと移動させるようにさらに構成される、請求項４０に
記載の無線通信デバイス。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
するようにさらに構成される、請求項４１に記載の無線通信デバイス。
【請求項４４】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
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　前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して１つまたは複数のフレキシブル帯域幅波形を
受信するようにさらに構成される、請求項４０に記載の無線通信デバイス。
【請求項４５】
　前記チップレートを適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数、少なくとも
１つのクロックの周波数を適合させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが、Ａ
ＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの少な
くとも１つを含む、請求項４０に記載の無線通信デバイス。
【請求項４６】
　フレキシブル帯域幅を利用するために構成された符号分割多元接続通信システムであっ
て、
　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための基地局におけるチップレートを決定する
ための手段と、
前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域幅符
号分割多元接続チャネルのために使用される利用可能なスペクトルを特定するための手段
と、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能スペクトルに少なく
とも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定する
ための手段と、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用するために前記利用
可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成するための手段と、
　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記通常帯域幅チャネル
上に第１の波形を送信するための手段と、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを利用して前記フレキシブル帯
域幅チャネル上に第２の波形を前記第１の波形の送信と同時に送信するための手段と、
を備える、符号分割多元接続通信システム。
【請求項４７】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを移動デバイスに通知する
ために前記基地局から前記移動デバイスへ構成情報を送信するための手段をさらに備える
、請求項４６に記載の無線通信システム。
【請求項４８】
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信するための手段
をさらに備える、請求項４７に記載の無線通信システム。
【請求項４９】
　前記チップレートを適合させることが、少なくとも要求されたサービス品質、負荷、ま
たは１つもしくは複数の隣接セルのカバレッジに基づく、請求項４６に記載の無線通信シ
ステム。
【請求項５０】
　周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネルへと分割するための手段をさらに備え
る、請求項４６に記載の無線通信システム。
【請求項５１】
　複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネルへと結合するための手段をさらに備え
る、請求項４６に記載の無線通信システム。
【請求項５２】
　符号分割多元接続通信システム内でフレキシブル帯域幅を利用するためのコンピュータ
プログラム製品であって、
　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための基地局におけるチップレートを決定する
ためのコードと、
　前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域幅
符号分割多元接続チャネルのために使用される利用可能なスペクトルを特定するためのコ
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ードと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能スペクトルに少なく
とも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定する
ためのコードと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用するために前記利用
可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成するためのコードと、
　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記通常帯域幅チャネル
上に第１の波形を送信するためのコードと、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを利用して前記フレキシブル帯
域幅チャネル上に第２の波形を前記第１の波形の送信と同時に送信するためのコードと、
を備える非一時的なコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項５３】
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記適合させたチップレートを移動デバイスに通知するために前記基地局から前記移動
デバイスへ適合情報を送信するためのコードをさらに備える、請求項５２に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項５４】
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信するためのコードをさらに備える、請求項５３に記載
のコンピュータプログラム製品。
【請求項５５】
　前記チップレートを適合させることが、少なくとも要求されたサービス品質、負荷、ま
たは１つもしくは複数の隣接セルのカバレッジに基づく、請求項５２に記載のコンピュー
タプログラム製品。
【請求項５６】
　符号分割多元接続システムにおいてフレキシブル帯域幅を利用するために構成された無
線通信デバイスであって、
　　通常帯域幅符号分割多元接続チャネルのための基地局におけるチップレートを決定し
、
　　前記通常帯域幅チャネルによって占有されるスペクトルとは異なるフレキシブル帯域
幅符号分割多元接続チャネルのために使用される利用可能なスペクトルを特定し、
　　前記フレキシブル帯域幅チャネルのために使用される前記利用可能スペクトルに少な
くとも部分的に基づいて前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを決定し
、
　　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用するために前記利
用可能なスペクトル上に前記フレキシブル帯域幅チャネルを構成し、
　　前記通常帯域幅チャネルのための前記チップレートを利用して前記通常帯域幅チャネ
ル上に第１の波形を送信し、
　　前記フレキシブル帯域幅チャネルのためのチップレートを利用して前記フレキシブル
帯域幅チャネル上に第２の波形を前記第１の波形の送信と同時に送信するように構成され
た少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリと、
を備える、無線通信デバイス。
【請求項５７】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルのための前記チップレートを移動デバイスに通知する
ために前記基地局から前記移動デバイスへ構成情報を送信するようにさらに構成される、
請求項５６に記載の無線通信デバイス。
【請求項５８】
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　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信するようにさらに構成される、請求項５７に記載の無
線通信デバイス。
【請求項５９】
　前記チップレートを適合させることが、少なくとも要求されたサービス品質、負荷、ま
たは１つもしくは複数の隣接セルのカバレッジに基づく、請求項５６に記載の無線通信デ
バイス。
【請求項６０】
　前記通常帯域幅チャネル上の前記第１の波形と前記フレキシブル帯域幅チャネル上の前
記第２の波形との両方が同時に前記基地局から移動デバイスへ送信される、請求項１５に
記載の方法。
【請求項６１】
　基地局から前記フレキシブル帯域幅符号分割多元接続チャネルのために使用される前記
スペクトルの指示を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６２】
　フレキシブル帯域幅符号分割多元接続チャネルのために使用される前記スペクトルが不
使用スペクトルの帯域の一部分を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記符号分割多元接続システムがＣＤＭＡシステム、広帯域ＣＤＭＡ(ＣＤＭＡ)システ
ム、またはユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）を備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項６４】
　フレキシブル帯域幅符号分割多元接続チャネルのために使用される前記スペクトルが不
使用スペクトルの帯域の一部分を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項６５】
　前記符号分割多元接続システムがＣＤＭＡシステム、広帯域ＣＤＭＡ(ＣＤＭＡ)システ
ム、またはユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）を備える
、請求項１５に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　無線通信のための方法のいくつかの実施形態は、フレキシブル帯域幅チャネルを利用す
るために、基地局におけるチップレートを適合させることを含み得る。適合情報は、適合
させたチップレートを移動デバイスに通知するために、基地局から移動デバイスへ送信さ
れ得る。１つまたは複数の中心周波数は、フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために
、移動デバイスに通信され得る。チップレートを適合させることは、基地局における処理
の周波数を適合させることを含み得る。いくつかの実施形態では、チップレートを適合さ
せることは、少なくとも１つのクロックの周波数を適合させることを含み、ここでは、少
なくとも１つのクロックが、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオ
フラインクロックのうちの少なくとも１つを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
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　いくつかの実施形態では、この出願の全体を通して移動デバイス１１５などの無線デバ
イスは、オンザフライでそれ自体のチップレートを動的に適合させることができる。移動
デバイスは、例えば、通常帯域幅チャネル上にキャンプオンできる。移動デバイスがフレ
キシブル帯域幅チャネルへと移動するにつれて、移動デバイスがフレキシブル帯域幅チャ
ネルを介して通信できるように、移動デバイスは、それ自体のチップレートを同時に適合
させることができる。いくつかの実施形態では、移動デバイスが通常帯域幅チャネルから
フレキシブル帯域幅チャネルへ同調されるにつれて、移動デバイスは、それ自体のチップ
レートを適合させることができる。これは、移動デバイスを１つの中心周波数から別の中
心周波数へ同調させることを包含できる。いくつかのケースでは、移動デバイスがそれ自
体のチップレートを適宜に適合させるにつれて、移動デバイスは、１つのフレキシブル帯
域幅チャネルから別のフレキシブル帯域幅チャネルへ同調させることもでき、または通常
帯域幅チャネルもしくは別の通常帯域幅チャネルへと戻すことができる。いくつかの実施
形態では、オンザフライでそれ自体にチップレートを適合させるよりはむしろ、移動デバ
イスは、それ自体のチップレートを最初に適合させることができ、次いでフレキシブル帯
域幅チャネルまたは通常帯域幅チャネルなどの別のチャネルへと移動するまたは同調させ
ることができる。いくつかの実施形態では、移動デバイスは、フレキシブル帯域幅チャネ
ルまたは通常帯域幅チャネルなどの別のチャネルへと最初に移動するまたは同調させるこ
とができ、次いでそれ自体のチップレートを適合させることができる。移動デバイスのチ
ップレートを適合させることは、オンザフライであるか否かにかかわらず、いくつかの実
施形態では臨機応変に行われることがある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　図３は、様々な実施形態に従ってフレキシブル帯域幅が利用され得る一例を示す。図３
は、米国における８００ＭＨｚスペクトル（参照番号３００）を描く。モバイル送信帯域
３１０およびベース送信帯域３２０からの部分を含むフレキシブル帯域幅ｃｄｍａ２００
０が利用され得るスペクトルの空白部分がある。様々な可能なシナリオは、限定されない
が、下記の可能なシナリオを含み、実装され得る。ＣＤＭＡセルラーオペレータに関して
、フレキシブル帯域幅を利用する下記のチャネルが利用され得る：サブバンドＡ内のチャ
ネル＃３１４のところの１／４（可能性として１／２）チャネル；サブバンドＢ内のチャ
ネル＃３５３のところの１／４（可能性として１／２）チャネル；サブバンドＡ’内のチ
ャネル＃５８６のところの１／２チャネル；サブバンドＡ’内のチャネル＃７０１のとこ
ろの１／４チャネル；サブバンドＢ’内のチャネル＃７３２のところの１／４チャネル；
および／またはサブバンドＢ’内のチャネル＃７８４のところの１／４チャネル。この例
は、合計５つの追加チャネル、各々１／４幅および１／２チャネルまたは積極的には３チ
ャネル１／４幅および３チャネル１／２幅、を示す。ＣＤＭＡ　ＰＣＳオペレータに関し
て、フレキシブル帯域幅を利用する下記のチャネルが利用され得る：サブバンドＡ内のチ
ャネル＃９のところの１／４チャネル；サブバンドＡ内のチャネル＃２９１のところの１
／４チャネル；サブバンドＤ内のチャネル＃３０９のところの１／４チャネル；サブバン
ドＤ内のチャネル＃３９１のところの１／４チャネル；および／またはサブバンドＢと、
Ｅと、Ｆと、Ｃとについて繰り返す。これは、各々１／４幅の合計１２個の追加チャネル
を結果としてもたらすことがある。利用された他のチャネルは、他の実施形態において使
用され得る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６３】
　図１および／または図２の移動デバイス１１５などの移動デバイスは、デュアルモード
（通常およびフレキシブル）で動作するように構成され得る。移動デバイスからサービス
の要求を受信すると、そしてサービス品質に応じて、図１および／または図２の基地局１
０５などの基地局は、移動デバイスがフレキシブル帯域幅波形を使用できるかを判断でき
る。基地局は、移動デバイスへフレキシブル帯域幅に関する中心周波数とスケーリング係
数とを送ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　フレキシブル帯域幅の使用は、無線通信システム内の様々なパラメータに影響を与える
ことがある。図８は、あるチップレートを有するＲＦチャネルを割り当てるときに考慮す
るいくつかの選択肢を示す表８００を示し、ここでは、Ｗは帯域幅であり、Ｎはスケーリ
ング係数であり、そしてｎはチャネル伝播定数である。表８００は、通常波形に関する：
帯域幅＝Ｗ；データレート＝Ｒ；送信出力＝Ｐ；到達範囲＝Ｄ；および能力＝Ｃを含む。
表８００は、マクロセル用のフレキシブル波形に関して、同じパラメータが下記のもの：
帯域幅＝Ｗ／Ｎ；データレート＝Ｒ／Ｎ；送信出力＝Ｐ／Ｎ、到達範囲＝Ｄ；および能力
＝Ｃに変わることを示す。フェムトセル用のフレキシブル波形に関して、パラメータは、
下記のもの：帯域幅＝Ｗ／Ｎ；データレート＝Ｒ；送信出力＝Ｐ／Ｎ、到達範囲＝Ｄ；お
よび能力＝Ｃ／Ｎに変わる。マクロセル用に拡大した到達範囲を有するフレキシブル波形
では、パラメータは、下記のもの：帯域幅＝Ｗ／Ｎ；データレート＝Ｒ／Ｎ；送信出力＝
Ｐ；到達範囲＝Ｄ＊Ｎ∧（１／ｎ）；および能力＝Ｃに変わる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　チップレートモジュール９１０は、基地局における処理の周波数を適合させることを介
してチップレートを適合させるように構成され得る。チップレートモジュール９１０によ
ってチップレートを適合させることは、少なくとも１つのクロックの周波数を適合させる
ことを含むことができ、ここでは、少なくとも１つのクロックが、ＡＤＣクロック、ＤＡ
Ｃクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの少なくとも１つを含む。
いくつかの実施形態では、デバイス９００は、通常帯域幅チャネルおよびフレキシブル帯
域幅チャネルが同じ無線接続技術を利用するように構成され得る。いくつかの実施形態で
は、これらは、異なる無線接続技術を利用することがある。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　基地局１０５－ｃは、基地局１０５－ｍおよび基地局１０５－ｎなどの他の基地局１０
５とも通信できる。基地局１０５の各々は、異なる無線接続技術などの異なる無線通信技
術を使用して移動デバイス１１５－ｄと通信できる。いくつかのケースでは、基地局１０
５－ｃは、基地局通信モジュール１１０５を利用して、１０５－ｍおよび／または１０５
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－ｎなどの他の基地局と通信できる。いくつかの実施形態では、基地局通信モジュール１
１０５は、ＬＴＥ無線通信技術内のＸ２インターフェースを提供することができ、基地局
１０５のいくつかの間の通信を行うことができる。いくつかの実施形態では、基地局１０
５－ｃは、コントローラ１２０－ａおよび／またはネットワーク１３０－ａを介して他の
基地局と通信できる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　図１２は、様々な実施形態に従った基地局１０５－ｄと移動デバイス１１５－ｅとを含
むシステム１２００のブロック図である。このシステム１２００は、図１のシステム１０
０、図２Ａのシステム２００－ａ、図２Ｂのシステム２００－ｂ、図２Ｃのシステム２０
０－ｃ、図２Ｄのシステム２００－ｄ、および／または図１１のシステム１１００の一例
であってよい。基地局１０５－ｄは、アンテナ１２３４－ａ～１２３４－ｘを装備するこ
とができ、移動デバイス１１５－ｅは、アンテナ１２５２－ａ～１２５２－ｎを装備でき
る。基地局１０５－ｄにおいて、送信プロセッサ１２２０は、データソースからデータを
受信できる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　フレキシブル帯域幅モジュール１２４０は、基地局１０５－ｄにおける１つまたは複数
のフレキシブル帯域幅チャネルを決定するように構成され得る。フレキシブル帯域幅モジ
ュール１２４０は、通常帯域幅チャネルおよびフレキシブル帯域幅チャネル上に同時に送
信するように、送信機プロセッサ１２２０と連携して働くことができる。いくつかの実施
形態では、フレキシブル帯域幅モジュール１２４０と連携して送信機プロセッサ１２２０
は、適合させたチップレートを移動デバイス１１５－ｅに通知するために、基地局１０５
－ｄから移動デバイス１１５－ｅへ適合情報を送信できる。適合情報は、チップレートを
適合させるために利用されことがあるスケーリング係数を含み得る。１つまたは複数の中
心周波数は、フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために、基地局から移動デバイス１
１５－ｅへ送信され得る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　チップレートを適合させることは、基地局における処理の周波数を適合させることを含
み得る。チップレートを適合させることは、少なくとも１つのクロックの周波数を適合さ
せることを含み、ここでは、少なくとも１つのクロックが、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロ
ック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの少なくとも１つを含む。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１２９】
　本開示の先の説明は、当業者が本開示を作成するまたは使用することを可能にするため
に提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者には容易に明らかであり、本明細書
において定義した一般的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱せずに他の変形形態
に適用され得る。この開示の全体を通して、「例」または「例示的な」という用語は、例
または事例を示し、そして記した例に関する何らかの優先性を示唆しないし必要としない
。従って、本開示は、本明細書において記述した例または設計に限定されることはなく、
本明細書において開示した原理および新規な特徴と整合する最も広い範囲に一致すべきで
ある。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]
　無線通信のための方法であって、
　移動デバイスのチップレートを特定することと、
　前記移動デバイスがフレキシブル帯域幅チャネルを介して通信するように前記移動デバ
イスの前記チップレートを動的に適合させることとを備える方法。
[Ｃ２]
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
することをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]
　前記チップレートを適合させることが、オンザフライで前記チップレートを適合させる
ことを含む、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]
　オンザフライで前記チップレートを適合させることが、
　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、通常帯域幅チャネルから
前記フレキシブル帯域幅チャネルへと移動させることを備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]
　オンザフライで前記チップレートを適合させることが、
　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、第１の中心周波数から第
２の中心周波数へ同調させることを備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ７]
　前記チップレートを適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数を適合させる
ことを含む、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]
　前記チップレートを適合させることが、前記処理の周波数を変更するために分周器を使
用することを含む、Ｃ７に記載の方法。
[Ｃ９]
　前記チップレートを前記適合させることが、少なくとも１つのクロックの周波数を適合
させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック
、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１に記載
の方法。
[Ｃ１０]
　前記チップレートを適合させることが、前記少なくとも１つのクロックの前記周波数を
変更するために分周器を使用することを含む、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルが、通常帯域幅チャネルよりも小さい、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ１２]
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　前記フレキシブル帯域幅チャネルが、通常帯域幅チャネルよりも大きい、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ１３]
　前記適合させたチップレートを利用して周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネ
ルへと分割することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。

[Ｃ１４]
　前記適合させたチップレートを利用して複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネ
ルへと結合することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]
　無線通信のための方法であって、
　基地局においてフレキシブル帯域幅チャネルを決定することと、
　前記基地局から通常帯域幅チャネルおよび前記フレキシブル帯域幅チャネル上に同時に
送信することとを備える方法。
[Ｃ１６]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを利用するために前記基地局におけるチップレートを
適合させることをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ１７]
　前記適合させたチップレートを移動デバイスに通知するために前記基地局から前記移動
デバイスへ適合情報を送信することをさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ１８]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信することをさらに備える、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ１９]
　前記チップレートを適合させることが、前記基地局における処理の周波数を適合させる
ことを含む、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２０]
　前記チップレートを適合させることが、少なくとも１つのクロックの周波数を適合させ
ることを含み、前記少なくとも１つのクロックが、ＡＤＣ、ＤＡＣ、処理クロック、また
はオフラインクロックのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ２１]
　前記通常帯域幅チャネルおよび前記フレキシブル帯域幅チャネルが、同じ無線接続技術
を利用する、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ２２]
　前記チップレートを適合させることが、要求されたサービス品質に基づく、Ｃ１６に記
載の方法。
[Ｃ２３]
　前記チップレートを適合させることが、負荷に基づく、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２４]
　前記チップレートを適合させることが、１つまたは複数の隣接セルのカバレッジに基づ
く、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２５]
　周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネルへと分割することをさらに備える、Ｃ
１５に記載の方法。
[Ｃ２６]
　複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネルへと結合することをさらに備える、Ｃ
１５に記載の方法。
[Ｃ２７]
　フレキシブル帯域幅チャネルを利用するために構成された無線通信システムであって、
　移動デバイスのチップレートを特定するための手段と、
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　前記移動デバイスがフレキシブル帯域幅チャネルを介して通信するように、前記移動デ
バイスの前記チップレートを動的に適合させるための手段とを備える、無線通信システム
。
[Ｃ２８]
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信するための手段をさらに備える、Ｃ２７に記載の無線通信システム。
[Ｃ２９]
　オンザフライで前記移動デバイスの前記チップレートを適合させるための手段をさらに
備える、Ｃ２７に記載の無線通信システム。
[Ｃ３０]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
するための手段をさらに備える、Ｃ２８に記載の無線通信システム。
[Ｃ３１]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して１つまたは複数のフレキシブル帯域幅波形を
受信するための手段をさらに備える、Ｃ２７に記載の無線通信システム。
[Ｃ３２]
　前記チップレートを前記適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数、少なく
とも１つのクロックの周波数を適合させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが
、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの
少なくとも１つを含む、Ｃ２７に記載の無線通信システム。
[Ｃ３３]
　前記適合させたチップレートを利用して周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネ
ルへと分割するための手段をさらに備える、Ｃ２７に記載の無線通信システム。
[Ｃ３４]
　前記適合させたチップレートを利用して複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネ
ルへと結合するための手段をさらに備える、Ｃ２７に記載の無線通信システム。
[Ｃ３５]
　無線通信システム内でフレキシブル帯域幅チャネルを利用するためのコンピュータプロ
グラム製品であって、
　　移動デバイスのチップレートを特定するためのコードと、
　　前記移動デバイスがフレキシブル帯域幅チャネルを介して通信するように、前記移動
デバイスの前記チップレートを動的に適合させるためのコードとを備える非一時的なコン
ピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３６]
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信するためのコードをさらに備える、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ３７]
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、第１の中心周波数から第
２の中心周波数へ同調させるためのコードをさらに備える、Ｃ３５に記載のコンピュータ
プログラム製品。
[Ｃ３８]
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
するためのコードをさらに備える、Ｃ３６に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ３９]
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して１つまたは複数のフレキシブル帯域幅波形を
受信するためのコードをさらに備える、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
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[Ｃ４０]
　前記チップレートを前記適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数、少なく
とも１つのクロックの周波数を適合させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが
、ＡＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの
少なくとも１つを含む、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ４１]
　フレキシブル帯域幅チャネルを利用するために構成された無線通信デバイスであって、
　　移動デバイスのチップレートを特定し、
　　前記移動デバイスがフレキシブル帯域幅チャネルを介して通信するように、前記移動
デバイスの前記チップレートを動的に適合させるように構成された少なくとも１つのプロ
セッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリとを備える、無
線通信デバイス。
[Ｃ４２]
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記移動デバイスの前記チップレートを動的に適合させるために基地局から適合情報を
受信するようにさらに構成される、Ｃ４１に記載の無線通信デバイス。
[Ｃ４３]
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記移動デバイスが前記チップレートを適合させるにつれて、通常帯域幅チャネルから
前記フレキシブル帯域幅チャネルへと移動させるようにさらに構成される、Ｃ４１に記載
の無線通信デバイス。
[Ｃ４４]
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために１つまたは複数の中心周波数を受信
するようにさらに構成される、Ｃ４２に記載の無線通信デバイス。
[Ｃ４５]
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを介して１つまたは複数のフレキシブル帯域幅波形を
受信するようにさらに構成される、Ｃ４１に記載の無線通信デバイス。
[Ｃ４６]
　前記チップレートを適合させることが、前記移動デバイスの処理の周波数、少なくとも
１つのクロックの周波数を適合させることを含み、前記少なくとも１つのクロックが、Ａ
ＤＣクロック、ＤＡＣクロック、処理クロック、またはオフラインクロックのうちの少な
くとも１つを含む、Ｃ４１に記載の無線通信デバイス。
[Ｃ４７]
　フレキシブル帯域幅を利用するために構成された無線通信システムであって、
　基地局においてフレキシブル帯域幅チャネルを決定するための手段と、
　前記基地局から通常帯域幅チャネルおよび前記フレキシブル帯域幅チャネル上に同時に
送信するための手段とを備える、無線通信システム。
[Ｃ４８]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを利用するために前記基地局におけるチップレートを
適合させるための手段をさらに備える、Ｃ４７に記載の無線通信システム。
[Ｃ４９]
　前記適合させたチップレートを移動デバイスに通知するために前記基地局から前記移動
デバイスへ適合情報を送信するための手段をさらに備える、Ｃ４８に記載の無線通信シス
テム。
[Ｃ５０]
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信するための手段をさらに備える、Ｃ４９に記載の無線
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通信システム。
[Ｃ５１]
　前記チップレートを適合させることが、少なくとも要求されたサービス品質、負荷、ま
たは１つもしくは複数の隣接セルのカバレッジに基づく、Ｃ４８に記載の無線通信システ
ム。
[Ｃ５２]
　周波数チャネルを複数のより狭い周波数チャネルへと分割するための手段をさらに備え
る、Ｃ４７に記載の無線通信システム。
[Ｃ５３]
　複数の周波数チャネルをより広い周波数チャネルへと結合するための手段をさらに備え
る、Ｃ４７に記載の無線通信システム。
[Ｃ５４]
　無線通信システム内でフレキシブル帯域幅を利用するためのコンピュータプログラム製
品であって、
　　基地局においてフレキシブル帯域幅チャネルを決定するためのコードと、
　　前記基地局から通常帯域幅チャネルおよび前記フレキシブル帯域幅チャネル上に同時
に送信するためのコードとを備える非一時的なコンピュータ可読媒体を備える、コンピュ
ータプログラム製品。
[Ｃ５５]
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを利用するために前記基地局におけるチップレートを
適合させるためのコードをさらに備える、Ｃ５４に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５６]
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記適合させたチップレートを移動デバイスに通知するために前記基地局から前記移動
デバイスへ適合情報を送信するためのコードをさらに備える、Ｃ５５に記載のコンピュー
タプログラム製品。
[Ｃ５７]
　前記非一時的なコンピュータ可読媒体が、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信するためのコードをさらに備える、Ｃ５６に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
[Ｃ５８]
　前記チップレートを適合させることが、少なくとも要求されたサービス品質、負荷、ま
たは１つもしくは複数の隣接セルのカバレッジに基づく、Ｃ５５に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
[Ｃ５９]
　フレキシブル帯域幅を利用するために構成された無線通信デバイスであって、
　　基地局においてフレキシブル帯域幅チャネルを決定し、
　　前記基地局から通常帯域幅チャネルおよび前記フレキシブル帯域幅チャネル上に同時
に送信するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリとを備える、無
線通信デバイス。
[Ｃ６０]
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを利用するために前記基地局におけるチップレートを
適合させるようにさらに構成される、Ｃ５９に記載の無線通信デバイス。
[Ｃ６１]
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記適合させたチップレートを移動デバイスに通知するために前記基地局から前記移動



(17) JP 2014-533061 A5 2015.1.22

デバイスへ適合情報を送信するようにさらに構成される、Ｃ６０に記載の無線通信デバイ
ス。
[Ｃ６２]
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記フレキシブル帯域幅チャネルを特定するために前記基地局から前記移動デバイスへ
１つまたは複数の中心周波数を送信するようにさらに構成される、Ｃ６１に記載の無線通
信デバイス。
[Ｃ６３]
　前記チップレートを適合させることが、少なくとも要求されたサービス品質、負荷、ま
たは１つもしくは複数の隣接セルのカバレッジに基づく、Ｃ６０に記載の無線通信デバイ
ス。
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